
平 成 3年 6月 1日

第 26回 全国バズ学習研究大会
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教育は社会化への過程であるといわれます。すべてのことが多様化複雑化してい

る中で、どうかすると私たちはこの原点を忘れてしまいそうになることがあります。

時あたかも新指導要領の実施に向けて、施策が次々うち出され、要望や期待をこめ

た論議の中で、教育内容や教育方法の検討が着々と進められています。

このような状況の中で、いま′学校や教師はどうあらねばならないか、より真剣に

,~｀考え乞念婁男ζ去
‐
ら讐与:‐私た彗な1・共受学習を通し、大学の先生方と学校現場が協

力して実践的な研究を積み上げてまいりましたが、人間関係を基盤とした指導理念

と指導技術は、今日的要請に対し積極的に応えていくものだと信じています。

このたび、全国各地の実践者による報告・提案の機会を持つことになりましたの

で、多数ご参加頂きますようご案内申し上げます。
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1.開催期日

2。 会  場

平成3年 8月 10日 (土) 午前 10時 (受付9時 30分 )

愛知県婦人文化会館
0460 名古屋市中区三の丸―丁目 2番

全国バズ学習研究会

愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会

IEL 0 5 2-211-3441
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今、教室で何が求められているか

一―― バズ学習からの提言 ―――

ヽ
ニヽ
キ
‘
　
き

舟生
長方形



5, 日 程

6.分科講座案内

● 基礎講座 ① 第 1集会室

『これからバズ学習を始める人のために』

記  録

● 実践研究発表① 第 2集会室

『発表力を高める英語指導』          提 案 者

『よりよい人間関係を築くための道徳指導』     〃

『バズ学習を活用した音楽学習のあり方』(紙上発表)

助 言 者

司 会 者

記 録 者

● 実践研究発表② 第 3集会室

『全リーダー制による生活紡ぎの学級づくり』  提 案 者

『操作活動を取り入れた算数の授業』        〃

助 言 者

司 会 者

記 録 者

● 応用講座① 第 4集会室

『バズ学習への必然性』
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小島 幸彦

石田 裕久

久保田 滋

畠山 明美

井上 哲郎

壊水尾祐文

沢田 博昭

杉江 修治
池田  洋

新田 正彦

永井 辰夫

武田 広也

鈴木  収

坂野 直樹

杉山あさ子

大野 宏巳

小石 寛文

越智 昭孝

黄楊 荒雄

稲垣 菊夫
三輪 敏成

余語 昌平

石黒 敦子

荻原 克巳

森田 利夫

田川 正樹

(土岐市教育委員会)

(南  山 大 学)

(目 黒教育研究所)

(愛知 。西藤山台小)

(新潟・ 東 石 山 中)

(東京・ 青梅第 1中 )

(岐阜・ 那 加 中)

(中  京 大  学)

(兵庫・ 大 島 小)

(広島・ 元 豊 高)

(愛知・ 稲沢女短大)

(愛知・ 鷹 来 中)

(愛知 。西 部 中)

(岐阜・ 泉   中)

(愛知・小 野 小)

(滋賀・ 伊 吹 小)

(神  戸  大  学)

(広島・広 高 校)

(兵庫・ 開 明 小)

(愛知・ 中 京 女 高)

(岐阜・ 泉 西 小)

(愛知・知 多 申)

(愛知・ 篠 木 小)

(南  山 大  学)

(愛矢目0八  幡  /1ヽ )

(愛知・ 玉 川 小)
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分科講座

・ 基礎講座

・ 実践研究発表

・ 応用講座

昼 食

休 憩

分科講座
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◇ 午後の部 0 12:40～ 14:40
● 基礎講座② 第 1集会室
『参加者と共にバズ学習を試みる』

● 実践研究発表③ 第 2集会室
『数学的な見方・考え方』
―
『相互作用を生かした理科学習』

『生徒側に立った学習について』

講  師 丸山
指導提言 太田
〃  中野
記  録 芝垣

正克 (愛知・天 王 小)
信夫 (筑  波  大  学)
靖彦 (愛 知 教 育 大 学)

博子 (愛知 0藤山台東小)

提 案 者 平位 隆昭
〃  吉田  真
〃  西塚 繁夫
助 言 者 石田勢津子
〃   望月和三郎
〃  大関  厳
〃  牛尾 照夫
司 会 者 長縄 秀孝
〃  大脇 希文
記 録 者 岸本冨士子

(兵庫 。東 光 中)
(愛知 0中 部 中)
(二重・ アテネ会館)

(名 古 屋 外 語 大)

(東京・ 菊 華 高)
(新潟・ 日 出 谷 小)

(兵庫・ 元 高 丘 中)

(愛知・ 中 部 中)
(愛知・ 石 尾 台 中)

(兵庫・ 園 和 北 ノ」ヽ)

● 実践研究発表③ 第 3集会室
『グループを生かした学習指導』       提 案 者

『よりよい人間関係をめざす集会活動』      〃

『国語を通して主体的に学ぼうとする意欲を育てる』 〃

助 言 者

司 会 者

記 録 者

杉浦 正佳 (岐阜・ 泉 西 小)
渡辺  徹 (愛知・篠 木 小)
小野 俊子 (兵庫・開 明 小)
鹿内 信善 (北海道教 育大学)
山田 節男 (愛知・ 篠 木 小)
谷口 寛二 (兵庫・上 坂 部 小)
成田  俊 (新潟・ 教育評論家)
本多 弘尚 (岐阜 e泉   中)
武山 春雄 (愛知・ 中 部 中)
津田 方子 (愛知・ 東高森台小)

● 応用講座② 第 4集会室
『自由バズの試み』 師 市り||千秋 (二 重 大 学)

会 松本 重雄 (春 日井市教 育委)
録 小島有美子 (愛知・ 藤山台東小)

アロ 全体会・講演 (14:50～ 16:40 講堂)

講 師   名古屋大学教育学部  梶 田 正 巳

8.参加申込 (1)申 込 先  0486愛 知県春日井市下市場町 229
春日井市立南城中学校 TEL 0 56 8-81-4885

第26回全国バズ学習研究大会事務局 堀場 正美宛
(2)申 込 方 法  参加申込書に必要事項ご記入の上事務局にご郵送下さい。
G)大会参加費  2,000円 (資料代を含む)
※ 近辺に昼食をとる場所が少ないので、なるべく食券をお求め下さい。 (800円 )

※ 大会参加費 0昼食代は大会当日受付で納入して下さい。

に)申 込 締 切  7月 10日 (水 )
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9′ 宿泊申込
次の (lk佗 )の いずれかに申し込んで下さい。

(1)近畿日本ツーリス ト名古屋ユーストラベル支店 肌 052-262‐ 1901
0460名 古屋市中区栄三丁目8番 8号 渡辺 裕二宛 (不在の時は一尾宛)

|  ご記入事項 ① お名前    ② 連絡先 0住所・ 電話    :
:      ③ シングルかツイン別           :
:        ④ ご希望の宿泊日 8月 9日 0、 8月 10日 田  :

※ 電話または、官製葉書に必要事項をご記入の上、お申し込み下さい。

※ 申込後、近畿日本ツーリストから代金支払及び宿泊のご案内をさせて頂きます。

◎ 申込締切  7月 10日 (水)
(冽  KKR名 古屋 三の丸 (TEL 052-201-3326)
0460名 古屋市中区三の丸一丁目5-1

(地下鉄「丸ノ内」「市役所」駅下車、徒歩 8分 )
※ 部屋数に限りがありますので、ご希望の方は電話で、できるだけお早目にお申 し込み
下さい。

10。 懇 親 会

(1)場  所

佗)会  費
G)申  込

≪会場案内≫ 愛知県婦人文化会館

(IEL 052-211-3441)

8月 10日 (土) 17:30～

KKR名 古屋 三の丸 (皿 052-201-3326)
0460名 古屋市中区三の丸一丁目5-1
6,000円 大会当日受付で納入下さい。
参加申込書の懇親会の欄に○印をつけてお申し込み下さい。

地 下 鉄

タクシー

市役所駅下車 徒歩 8分

名古屋駅より  10分
栄  よ り  10分

愛知県婦人文化会館榊凸．＝
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